
​②清田区民センター移転・整備事業（設計段階）のバリアフリーチェックの概要​

​１　実施日​

​　　令和８年４月27日（月）​

​２　事業（施設）名称​

​　　​​清田区民センター移転・整備事業​

​　　　　​

​３　チェック時期​

​　　​​基本設計段階​

​４　事業実施部局​

​　　市民文化局地域振興部区政課区役所整備担当係​

​５　チェック実施者​

​　　札幌市身体障害者福祉協会　３名​

​　　札幌市老人クラブ連合会　　２名​

​　　​

​６　チェック参加者​

​　　公共的施設のバリアフリー部会委員　９名　​

​　　※オブザーバー　　　　　　　　　　２名​
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​７　バリアフリーチェック内容​
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​該当項目​ ​意見​ ​考え方​

​１​ ​誘導ブロッ​

​クの敷設​

​（Ｐ６）​

​【困りごと】​

​初めての施設では、案内板までの点​

​字ブロックの誘導だけでは、ひとり​

​で目的地にたどり着くのは難しい。​

​【経験・アイデア】​

​インターホン等で『すぐにスタッフ​

​を呼べる仕組み』や、盲導鈴などの​

​『音を頼りに目的地の方向が分かる​

​工夫』を取り入れる手法も考えられ​

​る。​

​視覚障がい者の方がお一人で​

​も安心して目的地へ移動でき​

​るよう、実施設計の中で手法​

​を検討してまいります。​

​２​ ​誘導ブロッ​

​ク部分の​

​ロードヒー​

​ティング設​

​置​

​（Ｐ６）​

​【困りごと】​

​屋外の点字ブロックに雪が積もる​

​と、視覚障がい者がルートを見失う​

​危険がある。​

​冬期間の安全性確保は重要で​

​あると認識しております。点​

​字ブロック設置ルートにおけ​

​るロードヒーティングの敷設​

​範囲について、検討してまい​

​ります。​

​３​ ​車椅子駐車​

​場のロード​

​ヒーティン​

​グ​

​（Ｐ４）​

​【困りごと】​

​車いす用駐車場に雪が積もると、車​

​いす利用者が乗降・移動できなくな​

​る危険がある。​

​身障者用駐車場及びそこから​

​区民センターまでの動線にお​

​けるロードヒーティング設置​

​について、検討してまいりま​

​す。​

​４​ ​階段の蹴込​

​板の設置​

​（Ｐ11）​

​【困りごと】​

​吹き抜け階段に「蹴込板」がないデ​

​ザインだと、昇降時に足や杖が奥に​

​入り込み、引っかかって転倒する危​

​険性が高い。​

​足の踏み外しや杖の挟まりな​

​どによる転倒を防止するた​

​め、階段において、安全性に​

​配慮した蹴込板のある構造を​

​採用する方向で設計を進めて​

​まいります。​

​５​ ​エレベー​

​ター横の階​

​段室​

​（Ｐ４、Ｐ​

​11）​

​【困りごと】​

​エレベーター横の階段の扉が、常時​

​閉まっている構造だと、利用者の使​

​い勝手が悪くなる懸念がある。​

​階段の利用頻度や避難時の安​

​全性などを考慮しつつ、検討​

​してまいります。​

​６​ ​2階吹き抜け​

​廊下部分​

​（Ｐ５）​

​【困りごと】​

​2階の渡り廊下のような高所におい​

​て、通路の幅にゆとりがなかった​

​り、落下の危険を感じるような柵の​

​高さだと、恐怖心からスムーズな通​

​行が難しくなってしまう。​

​高所での移動における心理的​

​負担を軽減できるよう、通路​

​幅の確保や手すり・柵の高​

​さ・形状について、検討して​

​まいります。​
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​７​ ​多目的トイ​

​レの手洗い​

​器​

​（Ｐ７、Ｐ​

​８）​

​【困りごと】​

​多目的トイレの個室内に手洗い器が​

​ないと、車いす利用者が用を足した​

​後に、汚れた手で車輪を操作して外​

​の手洗い場まで行かなければならな​

​い。​

​衛生面および車いす利用者の​

​利便性を考慮し、個室から出​

​ることなく手洗いができるよ​

​う、多目的トイレ内への手洗​

​い器を設置いたします。​

​８​ ​多目的トイ​

​レのサイン​

​（Ｐ10）​

​【困りごと】​

​多目的トイレのサインが特定の性別​

​に限定されていると、性的マイノリ​

​ティの方などが利用をためらってし​

​まったり、逆に想定外の利用者と鉢​

​合わせて驚いてしまったりする懸念​

​がある。​

​多様な利用者が気兼ねなく利​

​用できるよう、特定の性別に​

​限定しないピクトグラムの採​

​用などで分かりやすく示す表​

​示方法を検討してまいりま​

​す。​

​９​ ​多目的トイ​

​レの鍵​

​（Ｐ７、Ｐ​

​８）​

​【困りごと】​

​トイレの鍵が丸く回すタイプであっ​

​たり、サイズが小さかったりする​

​と、握力の弱い方が自力で施錠・解​

​錠できず困ってしまう。​

​【経験・アイデア】​

​上下に動かせる大きめのレバー式の​

​タイプにすることが考えられる。​

​握力の弱い方でも容易に施​

​錠・解錠ができるよう、操作​

​しやすい大型のレバーハンド​

​ルや、施錠状態がひと目で分​

​かる表示錠の採用を検討して​

​まいります。​

​10​ ​トイレの​

​フック​

​（Ｐ７、Ｐ​

​８）​

​【困りごと】​

​トイレブース内の荷物掛けフックが​

​高い位置に一つしかないと、車いす​

​利用者や小柄な方が手が届かず、荷​

​物の置き場に困ってしまう。​

​【経験・アイデア】​

​車いすに乗ったままでも届きやすい​

​低い位置にもフックを設置すること​

​が考えられる。​

​車いす利用者や小柄な方、お​

​子様連れなど、誰もが使いや​

​すい位置に荷物が掛けられる​

​よう、フック設置や取付位置​

​について検討してまいりま​

​す。​

​11​ ​トイレのベ​

​ビーチェア​

​（Ｐ７、Ｐ​

​８）​

​【困りごと】​

​男性用トイレにベビーチェアがない​

​と、乳幼児を連れた男性利用者が用​

​を足す際に子供を安全に座らせてお​

​く場所がなく、困ってしまう。​

​お子様連れでも安心して利用​

​できるよう、男性用トイレ内​

​へのベビーチェア設置を検討​

​してまいります。​

​12​ ​区民セン​

​ターの窓口​

​（Ｐ３）​

​【困りごと】​

​区民センターの窓口が別棟の区役所​

​4階にあり、新設の建物内が無人に​

​なると、初めて来た利用者がどこへ​

​行っていいか分からなくなる懸念が​

​ある。​

​区民センターが別棟となるこ​

​とによる混乱を防ぐため、適​

​切な箇所への案内板設置や、​

​誘導サインの配置、ホーム​

​ページでの周知などについて​

​検討してまいります。​


